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水 産 醗 酵 製 品 の 蛋 自 質 分 解 菌
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柔魚鹽辛の 蛋白質分解細菌 の 分類學的研究

　　　　　　　　　　　　　　　佐　　々
’
　 木　　酉

　　　　　　　　　　　　　　　中　　　根　　　正

　　　　　　　 （北海道帝國 大 學農學部應用菌學歡室）

緒 　　　　 言 ．
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　　　著 欝 は 第 1報 に 唹 て 市販柔魚鹽辛罐 入よ り分離 した嫌氣性好鹽細菌 Bactereides　halephilus
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

　　HANZAWA 　et　SASAKIに っ い て 報告・
し た 。

　　　本報 に於て は 更に 北海遺産 の 柔魚鹽辛市販品 よ り分離 し た通性嫌氣性蛋白質分解細菌 に つ い て 報

　　告 す る 6 此 處に 記載し た細菌 は、試料を常 法 の 如 く 27° C に て 肉汁寒 天 爭坂培養を行 ひ好氣的に 發

’
　 育 し た もの を分離 し た の で ち る 。 而 し て分離紬菌は 總討：

72株で あ つ た 1）iそ の 中蛋自質分解力を有ず

　　る もの 29株 を選 び その 分類墨的位置を檢索 した結果 、 次 の 10種 類に分 つ を得た の で 以 下其性質 を記
 

　　載す る 。

　　　尚 本 研 究 に 文 部 貧科 學研究費に よ る 蛋 白質労解 菌に鬮す る 研 究 の 一
部な る 事 な 附 記 す o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　　　　　　　　言己　　　　 載
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　　 〔1〕．柔魚鹽辛 第 叢號菌 （Vibrio　aquatilis 　GONTHER）

　　　　1．　形態學白勺躓

　　　コ ン マ 形 の 桿状菌で菌端は 鈍圓形 をな し 、 入さ は 0．3x15 擢2．O！t。 單離 した もの 多 く、 稀に 2個

　　或ひ は それ以 ．．ヒ蓮結 し て S 字形 をな す。 胞チな く、軍毛を有 して 蓮動する。
グ ラ ム 染色陰性で ある 。

　　　　亙，培 養上の 性質

　　　
1・ 剛 寒 天襁 培 養 ； 4 「・旧 に 直彳黝 0・08・m の 稍 r絶 の 圓形糊 を形成 し

， 幅 臓 姆 ・

　　雫透明 、月表 面 は 光澤 を有する 。 鏡檢 する に 内睿は 均質で あ り、 周縁は 全豫状で あ る 。

　　 2． 肉 汁寒天斜面培養 ： 發育は 稍良好で あ り 、 刺棘状を呈 し 、 灰白色 不透明に し て 少 し く隆起
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　し、表面は 耀 鞘 す る 。 而し て鰹 濃 勤 5 ％慮 10％の 培養基上 の 菌苔は 普通酬 寒 天上 の 菌

　
．
苔 よ吻 も光澤 の 凌が強 い

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　　 3・　 葡萄塘寒天高暦振盈増養 ：
．

寒 天中に 灰色 の 點 状聚落 を形戎 す る 。 垢斯 を生戎 しな い 。 　　
’

　　 4． 葡萄糖寒天高層穿剌矯養 ： 穿刺線 て 沿 ひ 刺棘状 て 獲育し、寒 天表面 に於 て は 穿剌點 を中心
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　 とす る 形 の 不規則な聚 落を形成す る。

　
’

5．♂肉汁 ゼ ラ チ ン 穿刺増 養 ： ゼ ラ チ ン を溶解 し 、そ の 溶解細 ま初め噴火」　ff
．
，後 に 地 唇

・
朕を呈

　 す る。 溶解部 は溷濁 し白灰色沈澱 を生 じ 、 表面 に 皮膜を有 しない 。 瓦斯を發生しな い 。

　　 6．　ブ イ ヨ ン 培養 ： 微 加 に 白濁 し 、 皮膜を形成 しなho

　　 7．　 リ トマ ズ牛窺増 養 ： 7 日後に 牛乳は 微酸性とな り 、 少 し く脱色さ れ る 。 無鬼。

　　8，　馬鈴霤増 養 ： 發育せ ず。　　　　　　 ．　　　　　 1　　　　 ン

　　　 晋．生理學的性質　　　　　　．

　　憩 贓 氣曹で あ り
．
・ f ン ドー

・吸 駲 匕水勲 蛾 しな い ・ 打轍 翫 力を偉 弘 錨 質 を分解す

　 る o 發育適濫 は 270G で あ る o

　　　　　 類a 縁 　關 係
　　　 コ
　　 本菌 は Vibria　aeuatilis 　G むNTHER と全 く

一致 す る 。

　　〔2 〕 柔魚鹽辛第 2 號菌 （Microc。ccus 　perflaous　B・RG ・Y ・ t　・1．）

　　　 T．ヲ彦態學 白勺甑 　
、
　　　　　　　　　　　

「
　　　　　　　　　　　・

　　 i球状菌に し て 、大 さ 0・6・vO ・8，〃 ・ 單離 し た もの 、2 個連結L た もの 及 び 葡萄1伏に集合 した もの 等が

　 あ る 。 蓮動性な く 、 グ ラ ム 染 色陽性で ち る e

　　　 i ， 増 養 ヒの 性質

　　L
’
剛 寒 天

ア

版 鱶 ・ 41 旧 存・ は 酪 0。05〜0，1・m の 圓形 聚蔽 倣 し 、
iP 高に して 舗 黄

　 色を呈 し 、表面 ぱ 光澤 を有す るb 鏡檢す る に 周祿は 全縁状で あ り、内容は 細粒歌で あ る。 色素は 養

　 基申に二溶出しない o 　　　　
隔

　　2．　肉汁寒 天 斜面増 養 ； 發育良好 で あ り刺棘釈を呈 し 、 帶赤黄 色不透 明に して 少 し く隆起す
（

　る。 光澤を少 し く有 し 、
’
窓 體は稍虹彩光澤 を欝び る 。 食 鹽濃度 5 ％及 び 10％の 養基上 に て は菌書は

　 光澤 を有 し虹彩光澤を強 く帶 び る 。

　　 3．　 葡萄糖寒天高居振盪培養 ； 寒 天中に淡灰色の 點 駅聚落を多 數形成 し、瓦斯 を發生せ す 。

　　4・ 葡黼 寒天 高層穿刺培 養 ・ 穿刺線 断 昔ひ 剌棘脚 こ 發育 し嘔 斯を發生せ 九 　 ・

　　5・　肉汁 ゼ ラ チ ン 穿刺増 養 ；　ゼラ チ ン を．初め噴火 ロ状 、 後地層朕 に溶解す 。 溶解部は溷濁 し黄

　 色綿状の 沈澱 を有 し 、 表面 に 皮膜 を形成 しなV ・ゴ

　　 6．　 プ ィ ヨ ン 培養 ： 溷 濁 し沈澱を生 する 。 　　
’
　　　　　　　　　　　　　

「
．

　　 7．　 り トマ x 牛乳培 養 ： 微酸性 とな り 、 底部は 弛 く
．
凝 固し 、微が に脱色 され る。

　 1

　　8・
’
馬鈴 醤増養 ： 貧弱 に 發育し裼葦色點綴状 を呈す る 。　　　　

X
　　　　　　 」

　　　 磁．生理學的性質　　
’

　　 通性嫌 氣菌に して
、

イ ン ドー
ル を生成す るが 硫化水素 を發生せ ず 。 峭酸還 元力強 く、 蛋 自質分解

　 力あ り、 發育適淵は ？7℃ で あ る 。 　　　
「
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　　　　　 類　縁　關　係

　　 本菌は イ ン ドー
ル を生成する事に 於 て 異る もそ の 他 の 點 に て 全 く一致す るを以 て 、 著者等 は 之を

　 Micreco‘cus 　perflavus　BERGEy　et　uL と した 。

　　〔3 〕 柔 魚鹽辛第 5號菌 （Micrococcus　conglomeratus 　oar 。9tinor　n ．　oar．）

　　　 1．形態墨 的性質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　 球腴菌 に して fias　O．4・…O．6／t。 單離せ る もの 多 く 、 叉 2個連結或ぴ は葡萄｝伏に集結 したもの など ’

　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　が あ る。
グ ラ ム 染色は初め陰性後に陽性 とな る 。

　　　　　 h

　　　 I ．増 ・養上の 性質　　
丶』

　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　　1・ 剛 寒 天・械 培養 ・ 4 帽 1こ 直徑 O・05nyO・1cm の 圓形果落を形成し ・
1臈 に し て ・黄色・

　木透明、目衾面 に 光澤 を有する q 鏡檢する に 周邊は 全縁 、 内容は細粒｝伏で あ る。 色索 は 魯 1亅に 溶出

　 しな い 。　　　　　　　 ’　　　
」
　　　　　　　　　 ・

　　 2．　 肉汁寒天斜面増 養 ： 發育は稍 良好、刺棘状 を呈 し、黄色不矮明た して
、 隆起する 。

  　3・ 葡萄 糖寒天高層振盪培養 ： 寒 天 ト

ドに 黄色 の 微小聚 落を形成する 。 瓦斯を發生せ 妬

　　 4．　葡萄糖寒 天 高雇穿刺壇養 ： 刺穿線 に 沿 ぴ刺棘状に 發育する ρ

　　5．　肉汁 ぜ ラ チ ン 穿刺培養 ： 發育貧弱で あ り 、 22肩後に ゼ ラ チ ン を少 し く溶解す る。 穿勅線に

　 沿ふ て 絲状 に 發育し 、瓦斯 を發生 し な V ・
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　 　　 　 1

　　 6．　 ブ イ ヨ ン 増 養 ：　微が に 溷濁 し皮膜 を形成せ サ 

　　 7．　 リ トマ ス 牛乳培養 ： 變化せ 歩。

　　 8．　 馬鈴薯増養i ：　發育認め られす o

　　　 虹．生理學的性質

　　通性嫌氣菌噛 あ り、f ン ドー ル を微 量に 生成 し 、 硫化水素 を作 らない 。 硝酸還 元力及び蛋白質分

　解力を有す る 。 發育適湿 は 27℃ であ る 。

　　
r’．

類 線 關 係

　　本菌と類似する もの に Mictececcus　 cenglam 　ratus 　MIGVLA があ る 。 然 し こ の もの は大 さ が本菌

　 の 約 2 倍な る こ と及び 肉汁寒 天斜面培 養の 菌苔が皺を生市る 點 に 於て 本菌 と異 る 。 故 に 著者等ぱ 本

　菌を之 の 薪亜種 とみな し Microceccus　congl θ m ”ratas 　 war ．” minor 　SASAKI　et 　NAKANE 　
‘
と命名した 。

　　〔4〕 柔魚鹽辛第 4號菌 （EscheriChia　fieundii（BRAAK）BERGEY　et　al．
’
）

　　 、　 1．形 態學的性質，

　　〕嬲 鈍 圓脚 職 菌で 効 汰 さ O・4− O・6 ・ 0・8− 1・5／t・ 韓 し た もの 多 く・e希に 2個麟 す る ・
・

　胞子 な く 、 問毛を有 し丁蓮動 する 。 グ ラ ム 染色陰性で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　　　 1 ．壻養上 の 性質

N 工工
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　1． 肉ll寒 天準版培 養 ： 4 日臼に 直徑 0，1〜 0．2cm で 、 圓形 、 中高 s 灰 内色に して 不透明 、　 H．

表面は 光澤 を有ずる聚落 を形成する 。 鏡檢するに 内容は均質 に し て 周縁は全縁で あ る ・

2ド 剛 寒 天緬 培養 ・ 發育餌 諒 り棘状を．呈し 、 灰 艶 不透明，こ して 沙 し く齢 し 、 表面

は 光澤を有 し、虹彩光澤を帶び る 。 　　　　
「
　　　　　　 、　 −

　3．　葡萄糖寒天高暦振 盪増養 ： 寒 天中 に 灰白色點状 聚落を多數形成 し 、 瓦斯發生に よ ipk．天 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

籀裂 を生す る 。 寒 天表面 に も小聚落 を多數形成す る 。

　4． 葡萄糖寒 天高層穿 刺培 養 ： 穿刺線に 沿 ひ て 刺引凍｝肉と發育 し 、 瓦斯を發生す る 。

　5．　 肉 汁 ゼ ラ チ ン 穿刺増養 ： ゼ ラ 考 ン を液化せ す 。 表面 に 稍圓形 の 聚落 を形成 し 、穿刺線 1こ沿

ひ て 絲1伏に 發育 し 、 瓦斯を發生 しな い 。

山
◎　 ブ イ ヨ ン 増 養 ： 灰白色の 薄い 皮膜 を形成 し 、 液は 非常に 白濁 し灰自色 σ）沈澱 を生ず る 。

　7．　 IJ　
t
トマ ス 牛乳増養 ： 酸性 とな り、後に 凝 固し脱色 され る 。 淌化せ 歩 、 瓦斯發生せ す 。

　8． 馬鈴薯培養 ： 貧弱な 發育をな し 、 淡黄灰蝕 絲状で ある 。

　　　　 頁．　生 理麒白勺
’
韻

　通性嫌氣菌 に しで 、 イ ン ドール を 多量に 生 戌し 、硫化水素 を微 かに 生成す る 。 稍酸還元力強 く、

嫌氣的 に て 蛋 白質 を か すか に 分解す る 。　發育適温は 27℃ で あ る 。　Methylr　red 　test
・
は陽 性、

VDGEs−PR・・KAupR
　
t・ ・t は 齦 で あ る ・ 枸鯲 襌 齦 素 隈 し て 利 ｝ilし・ Dext由 se ・ ♪

act °se｝

Levulo3e，　 Gala（＃ose を磴酵 し て 酸 及び 瓦 斯 を生成する ．

　　　　類　繰　關　係

　本菌は E ∫therichia
’
freundii（BRAAK）BERGEY　et　at，と全 く一致 する 。

　　 t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喬

［5〕 柔魚鹽辛 第 5 號菌 （Achromobacter　fleXttm　n ・SP ・）

　　1 ．形態學 的性質

　桿駄菌で ち り少し く彎曲 した もの 多 く、大 さ 0．6x1 ．．5・v3 ．Oft
。 菌端鈍 園形 に して 、 輩離 した もの

多 く、艮 く連瑣 し た もの は螺旋駅を な ず』少數 の 周毛を有し て 蓮動す る 。 胞子な く、グ ラ ム 陰性 で

ある 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　 耳．培 養上 の 性質
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　 　 　 　 　 t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

1． 肉｝1』寒天
’i瓶 培養 ・ 食鹽濃獲 05 ％に て は殆 ん ど發育せ 畆 5％量こ て は 4 川…iに 直徑 0・05−

0．2cm の 灰白色圓形聚落を形成 し 、 中高に して 不 透明で 表面 に 光澤 を有す 。 鏡 檢す る に 内容は 粗粒

歌で あ る 。

　2．　 肉汁寒 天斜而増 養 ： 食鹽濃慶 5 ％に て は 發育良好に し て 刺蕀状灰白色 の 菌苔 を形成 し 、 少

・ く醜 硲 醐 ・ し て 表醜 耀 鮪 し 腹 彩耀 補 び
予

・ 饑 濃齢 5％ の 場舗 發育劣 1）

尤澤少 く且虹 彩光澤 を 階び な い
。 宜鹽濃度 5 ％及 O．5％ の 弼れ に て も發光は 認 め られ な い 。

　3．　葡萄謄寒天高層振盆培養 ： 發育は貧弱で あ り灰色の 微小隶落を形成す る 。 瓦斯韋發隼しな
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bo

　 4． 葡萄糖寒天高層穿刺増養 ： 穿刺線に 沿ぴ貧弱に發育 し刺棘状を呈す る。

　5．　肉汁 ぜ ラ チン 穿劇壻 養 ： ぜ ラ チ ン を初め喰火口朕後に 地暦状忙溶解す ろ 。 溶解部は皮膜 を

作らす 、白濁し 、綿塊駅 の 沈澱を有し 、 瓦斯の發生を見ない 。

　 6．　 ブ イ ヨ ン 培養 ： 微か に 溷濁する 。　　　　　　　　 、

　 7．　 リ ト マ

卩
ス 牛乳培養 ： 少 し く淌化 し淌化部は 溷濁 し 、 全體 は脱色 される 。

　 8，　馬鈴薯増養 ： 發育せ す 。

　　置・生理學的性質
’

　 通性嫌氣菌で あ り ．
a ン ドー ル 及び 硫化水素を生成しな い 。 硝酸還元力弱 く、 蛋白質分解力あ ，

尸
り。 食 鹽濃度 5 ％に て最 もよ く發育す る 。 發育適温は 37℃ で ある 。

　　　　 類　豫　關　係

　 本菌は 通 陸賺氣菌で グ ラ ム 染色陰性 の 無胞子桿状菌で あ り 、 巳色素を生成 し な い か ら Achremo−

bactttrに 屬せ し む る べ き もの で あ る 。 而し て 此 の 屬中最 も本薗に 類似する もの に Achrombba．cter

f，ril 。，um （R 、。ENEL ）B 。。。。Y 。 ・ 。L があ る。 然 し此の もめ は 菌體が 紐 授な一Z， こ と 、 翻 齔 ｝磯

育す る こ と、 硝酸鹽を還 元 しない こ と 及 び 好鹽性 で な い 事等 の 諸點 に 於 て 个 く本菌乏・一一｝kし な い 。

ρ
」比處 に於 て 本菌 を新種 と し著≧瓣 は ．

・4ψ，
’
emobactFr 　flexπ m 　SASAKI　et　NAKANE と命名 L た 。

　 〔の 柔鯒 辛第 6黼 （A ・h・・ m ・ba・t・ r　・
’
ib・i・id・・ n ・　 ・p・〕

ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
　　　1．形態學的性質

　 兩端鈍 圓形 の コ ン マ 形 桿状菌 で あ り ． 大 さ O．3−》o．4 × 1．5〜 2．0μ。 單離し た もの 多 く、 稀に 2個連

結す る 。
1 ヴ 3 本 の 周毛 を有 して遲動 す る 。 胞子 な く．．グ ラ ム 染色陰性で あ る 。　 ．

’
　　

1

　　　皿，培養 ヒの 性質

　 嘱　肉汁寒天干板培養 ： 4rl「1に 聚落 の 直徑約 0・05cm とな り ・ 圓形 ・ 中高に し て ・ 無色に 近

い 灰白色 、 不透明で 、 表面 に 光澤を有する 。 鏡檢す るに内容は 均質に し て 周祿は 全 縁 で あ る 。

　 2， 肉汁寒 天斜面培 養 ：

．
發育稍良好で あ り・、 刺棘状を呈 し 、淡灰 白色不透明に し て 少 し く隆起

す る 。 食 鹽濃慶 q5 ％、5％ 、 10％ に て 發光は認め られ ない 。

　 3．　葡萄糖寒天高暦振盪培養 こ 寒夷中に 灰色微小聚落を形成す る 。 瓦斯 を發生せ す。

　 4． 楠萄糖寒天 高層穿刺培養 ： 刺棘状に 發育す る Q 瓦斯發生せ す 。

」

　
’
5． 肉汁 ゼ ラ チ ン 穿刺増 養 二 ぜ ラ チ ン を初 め噴火口 ｝吠、 後に 地暦状に 溶懈し 、 溶解部は 白濁 し

表面 に 皮膜 を形成せ す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　 6。　ブ イ ヨ ン 培養 ： 稍 白濁す るの み で皮膜を形球しな い 。

　 7．　リ トマ ス 牛乳培養 ： 全髓は 酸性とな り強 く凝圃する 。 乳漿は 透明 に し て
、 底部は稍脱立応

れ 、 瓦斯の 發生を見す o
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 層

・
　 8．　馬鈴薯増i養 ：　發育認め られす。

　　 且，生 理學 的性質

　 通性嫌氣菌に し て 、 イ ン ド・一・ル を生 成し硫化水素を作 らす 。 硝酸還 元力は 弱 く蛋自質分解力は彊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

い 。 發育適澀は 27°C て ある 。

　　　　 類 線 關　係

　 本菌は通性鎌氣菌で 、グ ラ ム 染 色陰性 の 無胞
一Ti桿歌菌で あ り、色素を生戊 し ない か ら Achremo−

bacter に屬する 。 而 し て Achremebacter中で 最も よ く本菌 に 類似す る もの に Athremobacter　phe−

sphereum （MIGULA ）BEReEy　et 　al．が あ る が 、此 の もの は 個體が 連鎮す る こ と 」 プ ィ ヨ ン に て 皮

膜 を形成する こ と 、 發光する こ と等 の 諸點に 於 て 全 く本菌 と
一致 しな い 。 此 處に 於 て 本菌が 新種 な

る こ とを認 め著者等は 之 を Achromebacter　vibrioid ・S　SASAKI・et　NAKANE と命名 した 。

　 〔7〕 柔魚鹽辛第 7號菌 （Ba
’
cillus 　subtilis 　CoHN　emend ．　PRAzMowsKI・）

　　　1．形態學的性質

　 菌端稍圓形に 近い 桿状菌で 。 大 さ は O．6N・O．8× 1．8− 2．8！2σ 單離せ る もの 多 く、 2個或ぴ ぱ 3 個連
卜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

結せ る もの もある 。 胞子は 卵形で 菌體 の 中央部 に生 じ、 大 さは 0．7・− OB × 1，0N12
，
ti

。 岡毛 を有して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

敏活に蓮動 する6 グ ラ ム 染色陽性で b る 。　　　　　　　　　　　、．　　　
’

　　　亘．培 養上の 性質

　 1．　肉汁寒天雫板培養 ： 聚 落形成 の 初期は ア メ ー バ ｝伏懸 あ り、後ち
一imtc擴 が り 、 周縁は継状

と な る 。 灰色扁干 で あ り光澤な く、内部構造は 細粒状で あ る 。 　　　　　　　 ．

　 2．　肉汁寒 天蜘面培養 ： 發育良好に し て 菌苔は 刺棘状 乃至擴布状 をなし 、 灰 白色不透明 、 ｛表面
　 　 　 　 　 　 　 　

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 h

　 　 　 　 　 f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

に 光澤なく墸養基面 に密着する （37°C ）。 培養が古 くなると稍濕光を有す る 樣 に な る 。 培 養濫度の

異 る に よ り菌苔の 發育状態は 異 り、27° C に て は 濕光 を有す る 稍厚 き菌苔を形 戊す る ，　  

　 3． 葡萄糖寒天高贋振 盪増養 ：
’
寒天の 表面 全體 に 發育 し 、皺を持 ち光澤 な く、初 め褐黄色後に

褐色 となる 。 内部聚落は 微細に し て 寒 天上層 に 多 く發育し深暦に は 頗 る 少 い 。 瓦斯を發生せ す Q

　 4・ 葡萄糖寒天高層穿 刺培養 ： 寒 天表面に 於ける發育状態は 上記 葡萄糖寒天高暦樹 緲 音養に於

け るもの と同 じで あ る 。 穿刺線 に 滑ぴ 刺棘状 に 發育じ 、 瓦斯 を發生せす 。

　 5． 肉iトゼ ラ チ ン 穿刺培養 ； ゼ ラ チ ン を初め噴 火 ロ状後に 地贋腴 及嚢趺 に 溶解 し 、 溶解部は溷．

濁 し 白灰 色の沈澱 を有 し 、皮膜の 形成な く瓦斯 を發生せ す 。 　　　　　
．
　　 ．　 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F

　 6・ ブ 伯 曙 養 ・ 液敵 灰 艶 の 皮臓 形成 し ・ 液喇 ・すか に 懶 する ・ 瓦斯の 發生 耀 め

　られ す 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
−

　 7，　 リ ト マ ズ牛孚L増養 ；
．灰白色 の 皮膜 を形戊す る。 淌化 され 、 乳漿は溷濁 し微 ア 〉レ カ リ性 を呈　　　　　

’

　し、全髓 は 脱色 され る 。

　　8， 馬鈴薯垪養 ： 皺 を持 ち光澤の ない 白色菌苔を形 成 し 、 刺棘｝伏を呈 し 、 粘性が あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Eleotroni ρ　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（佐 々 木ゆ樹 水産磯酵製品の 融 質 分解 蔚 に 關 す ろ 研究 （第 2 細 529

　　 1 ．生理學的性質
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　

　 通性嫌氣爵に して 硫 化水素を生成 し 1
．

ン ドー ル を生戊せす 。 稍 酸邏元 力張 く、 叉蛋 白質分解力を

〆 有す る 。 發育適源 は 37°C で あ る。 Acetyt皿 ethyloarbinol を微か に 生成する 。　Dex 亡【ose 及 Sucro呂e
　 I　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 l
よ り酸を生成する も Lactoseよりは 生成せす 。

　　　， 類 祿　關 係　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　 Bdcillus　s”btilis　CoHN 　eme 皿d．　PRAzMowsKI に
一致する 。

　9S〕 柔魚鹽 悌 8號菌 （B・ cillu・ ’・ ・t・・imm ・t・tu・
．
… ρ・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
”

　　　1・形態墨 的性質　　　　　　．　　　　 、　　　　　
’

　 大 さ O．4・vO ．S× 2．O・vS ．OStの 細長桿状菌 に し て 、菌端鈍圓形 をなし 、 單離或 ぴ は 2 個連結する も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

の 多 く、 時に は數側連結 し て 20μ の 長 さ に 達す る もの が ある 。 周毛 を有 して 蓮動する 。 胞子 は 卵

形で 菌體 の 中央部に 生 じ 、

・
大 さ は 0．4−・O．5× 0．8・vl ．O！t。 グ ラ 1 ・染色陽性で あ る 。

　　　1．増養上 の 性質

　 1． 肉 il寒 天雫板培養 ： 4 日目に 直徑 O．2・vO ．8cinの 自灰 色不規則形 の 稍隆起 し た 聚落 を形 成

し、表面 は稍光澤を有 し 、 鏡 檢するに 罅造は 権毛腴 を呈する 。

　 2， ・
肉汗寒天斜面増養 ： 發育良好に して 刺練默 を呈 し 、 白灰色不透明 、 光澤な く少 し く隆起 し

皴を有ぜ タρ

　13
． 葡萄糖寒 天高贋振盪増養 ： 寒天Q 表贋に 灰 色微 小聚落を多數形成す る。 瓦斯 を發 生せ タ。

　 4．．葡萄糖寒天高暦穿刺墸養 ： 穿刺線 に 沿ひ 刺棘駄 に 發育す る も深部め發育は 不良 で あ る 。

　 5．’
肉汁ゼ ラ チ ン 穿刺培養 ： 初 め噴火口状後に 地層状 に 湾解 し 、 溶解部は rl濁 し皮膜を生 じな

い 。 穿刺線に沿 へ る部分は樹枝耿 に發育す る 。 ．瓦 斯を發生せ す 。

　 6．　ゾ 1 ヨ ン 増養 ： n 濁 し皮膜 を形成せ す 。 灰 色の 漑澱物 を形成す る 。

　 7．　 リ ト v ス 牛孚L培 養 ： 變化せ す 。

　 　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r

　 8．　馬 鈴薯培 養 ：　發育認め ちれ す 。

　　　　ノ

　　　m ・生理學 的性質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　
’
　　　　 ；

　 通 臨嫌氣菌 k して
、

イ ン ドール を生 成す る も硫化水素を生 成せ す 。 硝 酸鹽還元ヵ及び蛋自質分 解

力を有す る 。 發育適温は 37℃ で あ る 。 Dextrose及 び SuclDseよ り酸 を生成する も Lacto・e よ

　りは 生成せ す 。

　　　　 類 掾 關
』
係 、　 　 　 　 　 　 　

‘
　

’
　・　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　
　

　 本菌は 好氣性 に して Mesophilic で あ i）、 炭水化物 よ り瓦斯を生成せ す 、 運動性 あ り目．胞子形 成
1
に よ り菌體 の 膨脹 し ない 事 よ り Baci〃us 中の Bacillus　subtilis 　GroMp に 隠す る 。 、而 して 」ヒρ群

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　中最 嚢本菌に 類似す る もの は 　Baci〃us 　Sttbtilis 　COHN 　emend ．　PRAZMows．Kr な る も 、 箸 者等 の 分

離せ る もの は 艸 丁 ス 矧 を凱 し拠・ こ と 、 馬鈴翫 に發 育 しな い 舜 、 ブイ ・ ン 上破 灘 形
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成 し ない こ と、硫化水素を生成せす d ン ドー
ル を生成す る と と等 の 諸點 に 於て 之と全 く

一・−i｝kしな
’t

い 。 茲に 於で本菌を薪種 とみ とめ Bacillu∫ latto−immutatus・SASAm　e 亡 NAKANE と命名 し た 。

　 〔9〕 柔魚鹽辛第 9號菌 （昼α c毋us 　mesentericus 　TREVISAN）　
’
　 　 、

　　　1 ．　尭彡態昌異白勺懶 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　 爾端鈍 圓形 の 桿状 菌で 、 大さ は 1．Ox2 ．8〜 3bμ。 單離或ぴ は 2個連結す る 。 胞子は卵形で 菌體 の

中央部 に生 じ 、 大 さ は O．5−・O．9 × LO〜12μ。 周毛 を有して蓮動す る。
グ ラ ム 染色陽性で あ る 。

　　　1．墸 養上 の 性質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’

　　1． 細 寒 天廠 鱶 、 灰 馳 圓繊 落に して 光譲 り。

　 2・ 噸 1寒 天Pt面増養 ： 發育よ く刺棘状の 灰 白隼菌苔を形戊す る 。 光澤 を有 し皺 を生じ ・ 養基

　に 密着しなhe 　　　　　　　　　　　　
・
　　　　　　、

　 3．　葡萄糖寒天高層振盈培 養 ： 寒天表面 に 灰 自色 の 菌苔 を生す る 。 深部に て も發育よ く多 數の

　黜状聚落を形成し 、 瓦斯を發生せ す 。

　　4．
’

葡萄糖寒 天高暦穿刺培養 ： 穿刺線に沿ひ て 剃練状 に發育 し深部迄發育良好 で あ る6

　　5．　肉 汀ゼ ラ チ ン 穿刺増養 ： 初 め噴 火口賦 、 後 に 地 贋状 に 溶解す る 。

ほ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　　6，　 ブ 伯 ン 培 養 ： 1
’
1灰色の 脆 い 皮膜 を形成 し 、 液は 溷濁 し 、 後に 透明 とな り少量 の 沈澱を生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t
「

　す る b

　　7．　 リ ト マ ス 牛乳墸養 ： 液面 に皮膜 を形戊 し、王暦は 淌化 され窺漿は 微 ア ル カ リ性 を呈す る。
、

・全體 は 微か に 脱色 さ れ る o
・　　　　　　　　　　　　　

’
　　　  

　　8．、馬鈴 薯培養 ； 黄灰色 の 少 し く光澤あ る隆起 した菌苔 を形成 し s刺棘状 を呈し 、粘性は ない 。

　　　冨，生理學的性質
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

t　

　　通性嫌氣 菌に し 「、
イ ン ドー ル を生 成 し ない が硫化水素 を微か に 生成す る 。 硲酸鹽還元 力及び蛋

　白質分解力を有する。 發育適淵は 27。 C で あ る 。　Dextrose　M
’
VL
’
　Sucrdseよ り酸 を生成す る も Lac−−

　tose よ のは 生脚せす o

　　　　　類　縁　關　係
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　 ，本菌は Bacillus　 mesentericus 　TREVIsAN に 登 く
一一致する 。　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

　　〔10〕 柔魚鹽辛第1蹴 菌 （B ・・iliu・ m ・9・ th・・i・ m
．　
D ・B ・RY ）

　　　i．　）［彡態學白勺懶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ケ

　　爾端圓形¢）桿欺菌で 、 大 さ 10・‘・1．5× 30 ん 49μ。
2個或ぴ は 多數連結す る 。 菌體中に 數偶 の 粒默

　 　 　 　 　 　 　 ノ

　物を含有す る o 胞子 は卵形で菌體の 中央部 に 生 じ 、 大 さ 0．8卍1．3× 1．5・v2 ．Oti。 周毛を有 して蓮動

　 し 、 グ ラ ム 染色陽性で あ る0

　　　 1 ，培養上 の 性質
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（氤木 、巾根） 纏 脳 鄭 曙 鹸 分解獣 關 す ・覦 ⊂知 報） 53−1

　1． 肉汁寒天弔板培養 ： 直徑 0．1・vO ．3cm の 圓形聚落を生 じ 、 表面罕滑 、 濕 光を有し、中高に

し て 、初め 自色後に 黄褐色とな b、色素は 可溶性で あ る 。 鏡檢す竭 に 内睿 は 微細糊 犬・ 縁遊は甼 滑

で あ る。

　2，　肉汁寒天斜面屠養 ：　2 日後に 絲状乃至刺棘歌 に 生 じ 、 少 し く光澤 あ り、 隆起 し 、 粘性 な く 、

皺姓 じ談 灰艶 不湖 で あ る ． 5 喉 に 濃艶 と砌 涙 に 齢 騨 瞬 る描 靤 とmp　ng

透隣 小斑 點礁 す る ・ 　 　 　 　
’

．

3． 葡黼 寒天高居覦 増養 ・ 麺 の 發育旺盛に して 初め淡蹶 鰍 に 褐黄色の 厚疇 苔を作

る 。 寒夫内部 の 發育不良に し て聚落は極 あて 小さ く、 瓦斯 の 發生 を見す 。

4． 鞭 糖寒 天高聨 刺培養 ・ 寒 天表面 こ淡 黄灰色の聚徽 勧 ・ 穿刺線に沿ぴ て鰯 醸 育

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丿

をな し刺棘状を呈す る 。 瓦斯を發生せ す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
／

5． 肉汁 ゼ ラ チ ン 穿刺培養 ・ ぜ ラ チ ン を初 め噴 火 口肌 後に 地 NM に 溶解し ・ 溶解郁齲 濁 し

塊歌 の 沈澱物を有 し、表面 に皮膜を形成せ す 。 瓦斯 を生成せ す 。 　　　　　　　　　　　
一．

　6．　ブ イ ヨ 冫 培養 ：

1

發育は 貧弱で皮膜 を作らV ． 液 は 少 し く溷 濁し 、 底部に 少量の 自灰色綿花

歌 の沈澱物を有 すろ 。 瓦斯を生成 しない 。

　7．　リ トマ ス 牛乳培養 ： 淌化され 乳漿は 溷濁 し 、 皮膜 の 形成な く、 底部は 全 く脱色され他は わ

つ か に二脱色 され る o 奥剣を發生せす o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・’

　8．　馬鈴薯培養 ： 初め絲状後に 刺棘状 を呈 し 、 淡黄灰色 ・ 光澤な く ・ 隆起す る 。 粘惱iな し。

　　 匿．生理學的性質　　
膠

雛 鯒 酢 し て 瀦 めPtRte後に繊 色の 螺 を蛾 し 、 醺 は鱶 基 瞳 翻 す る … 　 ド

＿
、 を齷 に 生成 す蕊 硫化螺 姓 成

・e −gv。 轍 鹽翫 力な ぐ澱 白質を可な り強 吩 解する ・

發育適濫は 37°0 で あ る 。

　　　　、類 縁 關 係
弓
　

・
　 　 ．

　本菌は イ ン ドー ル を徴量に 生成する こ とに 於て異 る もそ ¢）他g點 1ζ於て 極 め て類似する を以 て 、

．之を Bacillus　megath ．rium 　DE　BAR了 とす るo 　　　　　　　　　　　　　 、
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N

　 上記醐 く汾 類した鵜 鹽糊 齢 陽 ・∫噸 1種 ・　 Mi ・r… cc・・　ns　2＠ ・ 互・・厭 肋 馴

種 lAchremebact・r 矚 2種 、　BacilluS属 4種 ・ 合 計10種で あ る 6 　　　　　　　　　　　　
尾

　　之等細菌 10種の形態學的性質 、増 養上の 性質及び生理墨 的性質を
一・
括表示 すれ ば 次 の 如 くで あ

　 る e
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‘
＼

（佐 々 木 、中根） 水崖醸酵製晶の 蛋 自質分解薦に 關す ろ研究 （第 2 報）

纏

第 1 表 驚 形 態 學 的 性 質

菌　　　　　　 種 形　　状 大　　　　さ 胞　　　　　　干　 、 運 動 性
グ ラ ム

染　色
［此 、　 IL

v茄．呷 編 伽
耳

ソ マ 状 0β xL5 〜2，0 ，　　　 無　　　　　 、 宥 く單 毛 ） 一
　 ・

碗 c．μげε4   3 球　　状 α6 〜 0．8 無 1無 十
伽 。σ伽 gz・加 醐 嬬 四 耽

，雇 ，10r 球 　　状 O．4〜 α6 無 無
初 め 「

後に 十

疎 σん ，ノ瑠 π4ゴ∫ 桿　　状 O．4〜 0．6 × 0．8〜 1．5 無 宥 （周 毛） 冖
丶
4碗 ．！1翻 砌 ・

桿　　状 O．6x
「
1．5〜3．0 無 有 （周 毛）

一

細 ゐ．” の 癇 娩 s　
【

コ ソ マ 状 0．3〜 Q，4x1 ．5ん ZO 無 有　（周毛 ）
一

B 砌 ．sμ擁 〃 s 桿　　状 O．6〜O．8x1 ．8〜2．8　 ρ

一
夢旧形，　（瓦7〜 0β xLO 〜 L2

　 9

宥 （周毛 ） 十

B σ c ，〜σ c’o一づ解 捌 廂 f螂 桿　　状 0．4〜O．5x2 ．0〜5．0 卵誓， α4〜 05x α 尠v1P 宥　（周毛 ） 十

B σc．7η 8s仞 吻 7伽 ‘s 桿 　 　状 LOxZ8 〜 3．6 算日形，　05 〜 CL9　x 　LO 〜 12 宥 （周 毛 ） 十
　　　　　　　　 ’
βσ e．初 89 σ〃群 加 π 桿　　状 1．0〜 L5x3Q 〜 4．0 昇卩形 ，　O．8〜 1．3 × L5 〜2．0 宥　（周 毛） 十

噛，　 　 　 　 ［ 1
P

第 2 表 　培 養 上
丶

の 性 質

ノ

菌 腫

Vib、　 agtzaitilts

コlic，．　Perflavus

鰯 c ，co ，29 め侶 ρ挧 鱈 var ，
7’多〃 70 ナ

肉汁 寒天

季 　　板

Esc’h．　 frettftt．iii

Ach ．　ftE・SCtttJt

塩
・
ん，a・ibrめ ゴ‘1‘・s

f．lac．　 subtiliv

？3ae．’tZL
・fo一ゴ桝 溺 μ’σ 彡蠏

Bac ．，’昭 senteric ’tS

Bac ．tnega 〃 tei
’itttrt

稍 白 色 、

圓形

謁黄色 、

圓 形

．黄色 、 図
形

1灰 白色 、

i圓形

灰 白色 、

圓形

灰 白色 、

圓 形

灰 色 、 ア

Pt　一一バ 状

白灰色 、

不 規則状

灰 白色 、

圓形

白色〜 黄褐t色、圏 形

肉汁 寒天

斜 　　面

も色

胱
白
棘

灰

刺

色

　
　

刺

黄

状

　、

赤

棘

色

状

帶

刺

黄
棘

も
　
　　
　
　
　　
も

色
状

色

状

白

棘

白

棘

灰
刺

灰

刺

色白

状
灰
棘

淡

刺

へ
　　色

状

白

布
灰

擴

る色
状

灰

棘
白

刺

も
　
　
　

　
　
　　
　

色
状

色
状

白
練

謁
棘

灰

刺

黄
刺

葡 萄 糖
寒天 高層

　 　 　 り

灰色 、 點
状聚落

淡 灰色 、
點 状 聚落

　 　 ク

黄色 、．微
小聚落

灰 白色、
微小聚落

灰 色 N 微
小 聚 落

灰色 、 微
小 聚落

謁黄色 、

微小 聚落

灰色 、 嶽
小聚落

灰 白色 、

點状聚落

．淡黄灰 色
微 小 聚落

セ ラ チ ソ

穿　　剥

噴火 ロ状
〜地層状

噴 火 口状
〜 地 暦状

薇 か に 溶

解

溶解燭 す

噴火 口状
〜 地層状

・噴火口状
〜 地騨
噴火 口状
〜 地暦状

喧火 口状
〜地層状

噴火 口状
〜地層状

噴火 口状
〜地 層状

1

ブ イ ヨ ソ

溷濁 、 皮
膜な し

溷濁

溷濁、皮
膜な し

溷濁 、 薄
い 皮膜

微 か に溷
濁 f

微 か rc溷濁
皮膜な し

皮膜 あ リ

溜濁 、皮
膜な し

溷濁 、 皮
膜 あ リ

發育 貧 弱

り ｝ マ ス

牛　　乳

微酸性

微酸性、
微 か に 肬

色

塑化せ ず

睨

同

し

凝

性
、

酸
色

消

色
に
肬

か

、
微
化

微
色

、

脱

性

に

酸
か

、浩

色

樊 化 ぜ ず

淵化 、 肬
色
’

潰 化 、脱
色

馬 鈴 薯

毅育ぜ す

謁黄色 、

點綴献

螢育ぜ す

淡黄灰 色
絲趺

敬育｛エず

發育ぜ す

白色 、 刺
棘状

發育 ぜ 丁

黄灰 色、
刺棘状

・淡 黄灰 色

刺棘状

K
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菌 種

V 飴 ．agttati ’is

Mic．変c7プ’‘；VttS

M〜Cr σ07 置
．
dton ；erattrs 　 var ・

tninorEsch

．　 freex・1id〜’

Ach ．ノ’eXt4tn

A ・h ．vibrioir ，i・es

B ‘に ，8歪め 綴’3

J］nc ．　 iacto■i？ nt 川 ttatus

Bβa．f’t．eselttertlcf4s

伽 c．vnegatheritt ・m

ピ

の

關
係

遊
離
酸

素

鐘性嫌氣性

逋 性嫌氣性

通 性孅氣 性

通性嫌氣性

逋 性 嫌氣性

通性嫌氣性

遖性嫌氣性

通性鬣氣性

邁性嫌氣性

逋性嫌氣性

逋

温

％

70

ア

7。

70

界

70

ア

7。

搾

界

2222323323

發

育
程
度

硫
化

水

素

成り

式

斯
生

葡

萄
糖
よ

溶

解

ゼ

ラ

乎

ソ

稍 頁好

旨罠 好謎
鰍

稍頁好

冥 好
一
R 好⊇

稍莨 好
．

旺盛

稍 旺 盛

旺 盛

旺 盛

十

十

十

「

十

十

十

十

十

十

十 十

「

一

十

一

十

イ

ソ

ド

ー

μ

牛
乳
酸
性 Fyts

．
但 し表中 十 ば陽性 、

’一・tl陰性で あ．る 。

柔 魚鹽辛細菌の 合顛索 引上 の 位葦

十

十

一

十

一

十

【

［

一

一

　

　

　

　

ノ
ズ

一

＋

＋

＋

尸

＋

一

＋

一

＋

．

分

　
解

蛋

白

質

十

十

十

十

十

十

十
・
十

十

十

還

　

元

峭

酸

鹽

一

十

十

十

十

十

十

十

十

一

カ

リ

牛
乳

ア

［

」
−
＋

十

［1ー
」

BER融 羸＿ 1 。 f　D 。，。 ，m 三。。・i・。　B。c … i・1・gy の錦 5版 （1939年）に 律ぴ 、上記 柔魚鹽辛細
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’

菌の 分 額索引上 の 位置 を示 せ ば次 4）如 くで あ る 。

Order　I。　 Eubacteriales。

　Family　III．　 P∫砌 demanadaceae・

　　　 Tr 三be　l．8が厂’〃 eae ．

　　　　Genus　I．　 Vibrie　・………一・・Vibrio　ae ” atilis 　GUNTHERI

　Fami】y　VI．　 Micrecoc‘aceae ・

　　 Genus　l．　Mi ‘プo‘o‘cus ．

；　 1．AcrrDb三c　specieS ・

　　　　 A，Pigment　 yellow 　 or 　orange ・　　　　　　　　 ．
　 　 　 　 　 ah・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　／

　　　　　 3、Gel。亡三n 　liquefa。 ti。。 。颪t。 ・if6rm　t・ stratif ・rm ．

．　 a．． Milk 。cid ，
．w 三，h 、1。w

’

。。。9，、1。，i。ru …＿ ．．　Mi 、r 、ceecu 、　P，rガ。姦 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BtiRGEY　et　a1．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

　 ．　　 aaa 。　Milk　 unchan 警ed ．

　　　　　　 bb．　No 　growth 　on 　 potato．

　　　　　　　 o．Nitrites　not 　pmduced 　from　nitrates ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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   534, (tsk7tscsPN) 7ktsme#!S!&CDfiE;scSliptusl:tw'  ･tEewve (ra'2su) '

                                 t t                                                                '
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     , cc. Nitrites produced from  nitrates,  ･････---'･-t･-･･  Mitrecetcus congiomeratus

       '                                                      - /

      
･
 . 

.

 var.  mtner  n. war.

Family X. Enterebacteriaceae, 
'
 

'
                           '                   '      '

  Tribe I. Escheritheat'. ,'  ,

                             '

   Genus L Estherichia, -J･-･･････-･---･ Escherichia freundii (BR4AK)'BERGEy et  al.

Family XI. Bacteriaceae.

  Genus  V, Achromobacter:
                              ttt /
                        ! t

   I. Motile. Flago11a peritriahous.                 '                                  '                                          '                                             '                                                         '                                                                    '

     A. Gelatin liquefied. ･'  
'.

 - 2. Litmus mirk  reduced,
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Nitrites

 
not

 produced from nitrates･
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        aa;  Nitrites produced from  nitrates.  
+-"･r･･･,･･･,

 Achromobactt.'r 77Rxum'n. sp.

   II. Matile.. Location of  flagella not  reco"ded.

     A. Gelatin liquefied. 
'
 , 

'

       3. Action on  milk,not  recofi'led.'
                                                                         

t/t                                      t t                                                tt
         aa,  Action on  nitrates  not  recordecl.
                  '
                                - -
           1), Indol formation not  recorded.
           '

          bb. Indol is formed. ･･･4･･･-････-L4･ Athromobacttr wibri'eides  n,  sp.

                                                    '
Family XII. Bacillaceee.

  Genus  I. Bacillus.' -.

 
"

 I. Bacillus stibtilis  Group, '

     I, Spofes sinall, niaxirnum  diameters O.5 to  O.8 micron,
 '                                        '

       lengths not  exceeding  twice  their diaineters,

       A･ Gelatin tiquefied. 
'"
 

'

                          '

       - 1- Acid from de.xtrrose,and sucrose.  

"
 .

                                                       '                                              '

           a. No'acid froTn lactQse,. ,
                                            ./

             b. Growth on,agar  adherent  to substratum.  .

              c.  Litmus milk  reduce-d.  ･･-･･-･･･-･･･-  Bacill"s snetilis

                                           CoHN  emend  PRAzMowsKr;
                                  '                                                       '

              cc.  Litmus milk  unchanged.  
････t･-･･-,.,

 Bacillus lacte-immutattis n. sp.
                                                                        '

            bb. Growth  on  agar  not  adherent.  ･････････--･-  Bacilltis mesenterictts  
'I'REvisAN.

     IIL Spores large, maximum  diameters 1.5 ta  2.0 micrvns`  ････L`･････"'･･

                        . +,,,･･-･-････-  Bacillus megathe-ium  DEBARy-

t/
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（佐 々 木、中根） 水 産 1酵製晶の 蚤白質分解菌（：關す る 研 究 （第 2 報） 535

要 括

　1．　 市販柔魚鹽辛 よ り蛋白質分解細菌を分離 し分 類 の 結果 、 P”ibrie　ma　1種 、　Mitt
’
e‘occus 鴎．2種

E ∬ berichia屬 1・種 、
　 A ．chre 〃iebact ・；r 屬2種 、

　Bac〃 us 屬 4種 の 合 計10種 に分 つ を得た 。 　 、

　2．　その ．中新種 と し て Achromefiacf・，r　flexum，　 Achromebacter　vibrioides
，　Batillus　lacte．−i〃 IM −

utatas を命名 し 、 新亞種 と し て MicrmceCEUS　cenglemeratcrs 　var ．　minor を命名した 。 之等の 外に

既知の種類 ど して 見出だ さ れ た の は Vibrie　aauatilis ，　Micreco‘cus 　perflawus，　 EschericJiia　fンeu ＿

ndii ，
　Ba ‘i〃 as 　subtilis

，
　Bac〃 us 〃lesenterictrs ，

・Baci〃us 　megatherium で あ る o
　　　　　　　　　 r

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 亀
　3，　 何れ も蛋白質 を分解す る 。

　4．　之電 の 中 Vibrie 召9解 〃 お 及 び Achramobacterガexum 　n．5P．の 2種は 好鹽性紬菌であ る o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
lt

　　　　　　　　 交 　　 、　　 献　　　　　
’
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